
空力推進研究施設

防衛装備庁が保有する「エンジン高空性能試験装置（通称：ＡＴＦ）」は航空機, 誘導

弾に搭載されるジェットエンジンの高空性能を試験・評価する我が国最大規模の装置で

す. 平成１３年より運用を開始し, これまでに固定翼哨戒機Ｐ－１, 先進技術実証機Ｘ－

２, 無人機研究システム, 誘導弾等のジェットエンジンの試験・研究を実施しました. 

装置の概要

装置の原理

あるマッハ数（Ｍ）で飛行するエンジン作動の支配的なパラメータであるエンジン入口

温度（T2）, エンジン入口圧力（P2 ）, 周辺大気圧（P0）を模擬し, 高空におけるエン

ジン性能を地上にて再現します. 
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実際の飛行状態 エンジン高空性能試験装置における模擬状態

戦闘機用エンジン（コアエンジン）



電力供給
Power supply

空気の流れ

入口状態模擬可能エンベロープ
（性能保証値）

装置仕様 （性能保証値）

 試験モード ダイレクトコネクト方式

 測定可能推力 最大7000 kgf

 供給空気流量 約70 kg/s

 模擬マッハ数 最大マッハ 2. 5

 模擬高度 最高75000 ft

 供給空気温度 -72～270 ℃

 優れた環境性（低公害, 低騒音）

Facility Specification （guaranteed）

 Test mode Direct Connect

 Thrust          Max. 7000 kgf

 Airflow rate     Approx. 70 kg/s

 Test Mach no.  Max.  Mach 2. 5

 Test Alt.   Max. 75000 ft

 Test temp. -72～270 ℃

 Low NOx/SOx emission & Low noise

Aero-dynamics & Propulsion Test Facility 

装置の仕様

装置の全体概要
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大気より空気を吸い込
み圧縮機によって約１
８０℃, ７気圧の圧縮
空気を製造します. 圧
縮機は試験条件により
１基または２基のＬＭ
１６００ガスタービン
によって駆動されます. 
三音速風洞装置, 燃風
と共用装置です. 

空気源装置１
空気源装置で製造され
た圧縮空気を２基の冷
凍機, 空気加熱器, 液体
空気供給装置によって
冷却, 加熱を行い, これ
らの装置の組み合わせ
により圧縮空気の温度
を－７２～２７０℃に
調整し, エンジンに供
給します. 

給気装置2
エンジン（供試体）を
搭載するテストチャン
バ, エンジン制御室, Ａ
ＴＦ制御室等から構成
されます. テストチャ
ンバ開口部寸法は幅約
４. ８ｍ×高さ約２. ８
ｍ, 供試体搭載可能重
量は約１. ５トンまで
対応しています. 

テストチャンバ3

エンジンから排出され
る約１８００℃の高温
排気を水噴射及び熱交
換器により１００℃以
下まで冷却します. 排
気冷却装置入口にはア
フターバーナ監視カメ
ラが備えられており, 
エンジンを後方から直
接監視することが可能
です. 

排気冷却装置4
給気装置の冷凍機及び
排気冷却装置の冷却水
等を駆動させるために, 
商用電力約１８００ｋ
Ｗの他に２基のＩＭ４
００ガスタービンによ
り駆動される発電機に
よって約8０００ｋＷ
を自家発電します. 

発電装置6

試験実績（一例）

大気吸込
Air inlet

空気供給
Air supply

温度調整
Air conditioning

排気冷却
Cooling 

大気放出
Gas emission 

減圧
Decompression 

テストチャンバ
Test chamber

XF5-1

２基の圧縮機によりテ
ストチャンバ内部を設
定する高度の圧力まで
減圧し, 大気へ放出す
る装置です. 圧縮機は
試験条件により作動
モード（単独, 並列, 直
列）を変更します. 圧
縮機は１基のＬＭ２５
００ガスタービンに
よって駆動されます. 

排気圧縮装置5

XF7-10（P-1） F3-30（T-4） XF5-1（X-2） 戦闘機用エンジン（コアエンジン）


